
(1) 昭和43年11月15日

村のようす
(43. 10月1日現在）

世帯数 1,431戸
人口 7,566人

男 3,670人
女 3,896人

稼 46.62誠面
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昭和43年 11月 15日 広 報 た ま か わ 第 36号 (2.) 

交通量は? 12時間に延べ
軽自動車以上 2,165台

10月15日村内 4ヶ所で、午前 7時より午後 7時までの12時 バイク・自転車 1,223台

間を時間別に闘査、この結果交通縁しま調査結果が示すとおり 歩 行 者 727名

年々増加の一途をたどっていますので交通Jレールを守 り交通災害の防止に努めましよう。

村内道路
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十
月
二
十
四
日
東
京
の

日
比
谷
公
会
堂
に
お
い
て

挙
行
さ
れ
た
、
国
保
三
十

周
年
記
念
式
典
の
席
上
、

固
保
事
業
の
発
展
に
功
績

の
あ
っ
た
、
全
国
九
三
ヶ

市
町
村
（
福
島
県
は
二
町

村
）
と
個
人
の
表
彰
が
行
令

な
わ
れ
ま
し
た
が
、
我
が

玉
川
村
は
全
国
市
町
村
の

受
賞
者
代
表
と
し
て
、
園

玉
川
村
国
民
健
康
保
険

厚
生
大
臣
賞
受
賞

----- -' 'V'-, ---.....,,.___ ,,, ~ 

三か月天候予報
し、~ •J"J ,ヽ.,__,,--ーツ 、～一-~--— ·----..,,....,—-,,'V""—· 

(11 月 ~1 月）

（概 ‘況）

この期間の天候は、変動が大きい見込みで

すが、気温は平均するとやや高めになるでし

豆 o会沖や山間部の腋雪はがいして少なめ

の傾向にありますが、会津では 1月に入って

一時大雪の降るおそれがありまずo

（気温） ｀

1 1月 時々冷え込みの強い日があり、かな

り寒暖の変動が大きいですが月平均では平

年並みくらいでしょう。

12月 月平均では平年並みか高めですが、

月はじめころと月半ば過ぎおよび年末は低

めの日が現われる見込みです。

1 月 寒波は周期的に入りますが長続 きせ

ず、寒暖の変動が大きい見込みで、平均す

るとほ厄平年並みかやや高めになるでしょ

う。

（降水量および積雷）

1 1月 移動性高気圧におおわれて秋晴の日

もありますが、大陸の高気圧が時々発達し

て西日本方面に張り出しやすいので、会津

や山沿いでしぐれやすく、雪の降ることも

あるでしょう。しかし中通りや浜通りでは

比較的晴れグ'.)日が多し、見込みです。月の総

量は会沖 では平年並みですが、中通り、浜

通りでは平年並みかやや少ないでしょう。

12月 前半は前月 ｛こ引き続ぎ大陸高気圧が

西日本に張り出し、会津ではしぐれやすい

ですが、中通り、浜通 りでは睛れの日が多

い見込みでナ、しかし月中ば過ぎると月末

こらは気圧Jぅ谷や、 発達した低気圧が通り

会i、中 でよ 2~3 日 硯雪が強まり、荒れ模様

の天候が現われるでしょう。月の降水景しま

会l、車では平年並み、中通り浜追りではやや

少なめで，積雪は全般に少なめでしょう。

1 月 時々冬型の気圧配薗が強まりますが

長続きせず、ほぽ周期的に季節風 心吹き出

しがあり、会津では所により一時大雪のお

それがあります。また中通りと浜通りでも

低気圧が日本1こ接近してとおりやすいので

一時大きく天気の くずれることがあるでし

ょう。月の降水量は平年並みですが、旗雹

は平年並みかやや少なめの見込みです。

個
人
事
業
税
の
納
税
は

こ
ん
な
便
利
な
方
法
で

旧
軍
人
の
加
算
恩
給
手
続
き

は
す
み
ま
し
た
か

田
原
生
大
臣
よ
り
表
彰
さ

れ
ま
し
た
か
ら
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

こ
の
栄
え
あ
る
受
賞
は

村
民
各
位
の
国
保
事
業
に

対
す
る
理
解
と
御
協
力
の

賜
も
の
と
深
く
感
謝
申
し

旧
軍
人
に
対
す
る
加
算

恩
給
は
、
昭
和
三
十
七
年

十
月
よ
り
戦
時
中
軍
に
勤

務
し
た
場
合
、
そ
の
時
期

と
戦
地
の
地
域
に
よ
り
異

な
り
ま
す
が
、
一
ヶ
月
に

つ
き
一
月
か
ら
三
月
そ
の

年
数
が
加
算
さ
れ
、
下
土

官
以
下
で
十
二
年
、
将
校

で
十
三
年
に
達
す
れ
ば
恩

給
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
た
と

え
ば
ビ
ル
マ
や
フ
ィ
リ
ッ

ピ
ソ
で
三
年
勤
務
し
た
下

土
官
以
下
の
軍
人
は
加
算

が
九
年
で
合
せ
て
十
二
年

と
な
り
恩
給
権
が
生
ず
る

上
げ
ま
す
と
共
に
、
更
ら

に
本
村
国
保
事
業
の
健
全

な
発
展
の
た
め
、
最
善
の

努
力
を
尽
す
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
一
層
の
御
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た

海
外
に
抑
留
さ
れ
て
帰
遼

さ
れ
た
旧
軍
人
に
つ
い
て

も
抑
留
期
間
一
ヶ
月
に
つ

き
、
一
月
が
加
算
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
こ
の
制
度
を

知
ら
な
い
た
め
、
ま
だ
手

続
き
を
し
な
い
方
が
多
く

あ
り
ま
す
が
、

諮
求
期
限

は
昭
和
四
十
四
年
九
月
三

十
日
で
、
そ
の
後
は
時
効

と
な
り
権
利
が
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
軍
歴

申
立
書
に
戸
節
抄
本
を
添

え
て
、
役
場
に
手
続
き
し

て
下
さ
い
。
な
お
、
現
在

闘
馴
税
務
課
か
ら
の
お
願
い

0
個
人
事
業
税
納
税
者
の

皆
さ
ん
第
二
期
分
の
納

期
は
十
一
月
三
十
日
ま

で
で
す
。
期
限
ま
で
に

完
納
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

0
県
税
町
村
税
の
未
納
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
住
み

よ
い
郷
土
を
築
く
た
め

に
未
納
の
税
金
は
、
い

ま
す
ぐ
完
納
い
た
し
ま

し
ょ
ケ
°

県
石
川
事
務
所
と
町
村

役
場
で
は
、
士

L`

一
月
か
ら

共
同
で
滞
納
を
一
掃
す
る

運
動
と
あ
わ
せ
て
滞
納
整

理
を
実
施
中
で
す
。
差
押

処
分
な
ど
う
け
な
い
前
に

自
主
納
税
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

個
人
事
業
税
の
納
税
に

つ
い
て
は
、
口
座
振
替
納

税
の
制
度
を
実
梅
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
納
期
限

ま
で
に
納
税
者
の
取
引
銀

行
に
あ
る
預
金
口
座
か
ら

納
め
る
べ
き
税
額
が
自
動

的
に
県
税
に
振
替
え
ら
れ

る
方
法
で
す
。

こ
の
方
法
を
利
用
さ
れ

ま
す
と
納
税
の
た
め
現
金

を
持
参
し
て
県
事
務
所
や

金
融
機
関
へ
出
向
か
な
い

で
、
い
な
が
ら
に
し
て
納

税
が
済
ま
さ
れ
る
非
常
に

便
利
な
方
法
で
す
。
納
税

者
の
皆
さ
ん
方
は
進
ん
で

こ
の
方
法
を
利
用
さ
れ
ま

す
よ
う
お
す
す
め
い
た
し

ま
す
。
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
は
県
事
務
所
叉
は
取

引
の
あ
る
金
融
機
関
へ
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

恩
給
を
受
け
て
い
る
方
は
ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
く
だ

こ
の
恩
給
の
請
求
は
で
き
さ
い
。

．

明治百年を記念し歴代村長さんを調べて見ました。

（福島県町村制が施行されたのは明治22年

3月1日です。）

旧

泉

村

年

月

年

月

氏

名

明――――．七
l
-
写・

10
曲
山
甚
三
郎
（
蒜
生
）

明
芙
・
写
i
-
K
•一
一
小
林
房
―
―
-
（
竜
崎
）

明一
1
(
・
1
0
~
=
-
九
・
八
小
山
田
三
益
（
小
高
）

堕
―1
0
•九i
-―
―
-
·
―
―
矢
吹
清
八
（
小
高
）

堕
―
―
-
・
―
―
!
-
―
―
写
・
―
―
孫
田
周
次
郎
（
小
高
）

堕
専
―
―
―
!
-
―
―
九
・
―
―
―
小
針
徳
太
郎
（
中
）

塑
―
―
な
―
―
-
！
翌
・
写
高
原
為
次
（
小
高
）

明
翌
・
八
ー
大
―
―
人
野
崎
倉
七
（
川
辺
）

大
―
―
。
か
~
―
―
―
-
·
―
―
―
小
山
田
重
四
郎
（
小
高
）

大
―
―
―
-
・
匹
ー
昭
B

．
七
鈴
木
忠
蔵
（
竜
崎
）

昭
匹
・
八
！
八
・
―
―
―
車
田
幸
助
（
小
高
）

昭
八
・
呼
~
―1
0
·
F
l矢部
欣
治
（
川
辺
）

昭―
1
0
・
K
~
l
=
・
―
―
―
曲
山
武
（
蒜
生
）

昭
―
―
―
-
•
匹

i
-―1
0
·
1
;車
田

政

次

（

小

高

）

旧

須

釜

村

明
―
―
―
-
•
八

i
-
H
(
．
写
臼
井
直
方
（
山
形
県
）

明
呉
・
(
!
―
―
九
・
―
―
}
矢
吹
貞
次
郎
（
北
須
釜
）

明一―
-0.-l-―
―
四
・
一
塩
沢
消
助
（
南
須
釜
）

明
語
・
一

l-―
―
↓
ハ
・
一
森
隆
重
（
北
須
釜
）

明
一
―
-
〈
•
一
ー
翌
・
一
塩
沢
恒
吉
（
南
須
釜
）

明
写
・
一
ー
昭
―
―
・
1
0

相
楽
朝
重
（
南
須
釜
）

昭――
・
1
0
~

九
・
七
佐
久
間
安
三
郎
（
北
須
釜
）

昭
九
・
苧
~
―
―
―
-
•
七
鈴
木
盈
治
（
北
須
釜
）

昭
―
―
―
―
。
七
~
―
―
-
•
一
大
野
長
治
（
南
須
釜
）

昭
一
―
-
・
手
4-0
．
一
―
-
大
木
一
夫
（
南
須
釜
）

玉

川

村

（
昭
和
三

0
年
三
月
＝
―
-
日
町
村
合
併
に
よ
り
）

昭
一
―-0
•四i
-―
―
B
.
B

大
木
一
夫
（
南
須
釜
）

璽
B
.
g
l
_
-
K
.
B

矢

部

重

寿

（

川

辺

）

昭
―
―
-
〈
・
デ
翌
・
四
丹
内
栄
一
（
川
辺
）

昭
B
-
-
·守~
大
越
力
夫
（
南

須
釜
）
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保険税•国廂支出金及び医療疫（役場支払分）の 1 世帯当り比較表

冒
a
双

穴

．

ー[
[
日
口
崖
翠

i

冒
：lt

凡
例 国

民
健
康
保
険
は
昭
和

十
三
年
七
月
一
日
に
法
が

施
行
さ
れ
て
か
ら
本
年
を

も
っ
て
一
二
十
周
年
に
あ
た

り
ま
す
。
又
当
村
が
合
併

し
玉
川
村
と
し
て
事
業
開

始
し
て
か
ら
十
三
年
に
な

り
ま
す
が
、
こ
の
間
の
医

療
費
及
び
保
険
税
の
推
移

は
次
表
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
の
表
か
ら
一
世
帯

当
り
の
医
療
費
及
び
保
険

税
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま

す
と
、医

療
費
に
つ
い
て

昭
和
三
十
年
、
三
、

二
三
、
七
七
八

一七、
九
七
九

一
四
、
九
一
九

九
三
円
に
比
較
す
る
と
昭

和
四
十
二
年
で
は
二
六
、

八

0
一
円
で
約
八
倍
以
上

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
で
は
な
ぜ
こ
ん
な
に
増

え
た
の
か
と
い
う
と
、

1
被
保
険
者
の
皆
な
さ
ん

が
医
師
に
か
A

る
回
数

が
増
え
た
こ
と
。
昭
和

三
十
年
に
一
人
乎
均
年

間
平
均
一
回
ち
ょ
っ
と

だ
っ
た
の
が
昭
和
四
十

二
年
に
は
三
回
以
上
と

な
っ
た
こ
と
。

2
一
回
当
り
の
医
療
費
が

高
く
な
っ
た
こ
と
。
新

1111'
七
八
O
L1

0
、
二
七
九

ら
し
い
薬
が
で
き
た
り

医
療
技
術
が
よ
く
な
っ

た
り
医
療
単
価
の
値
上

げ
等
が
あ
っ
た
り
し
て

一
件
当
り
医
療
費
が
昭

和
三
十
年
に
は
七
五
〇

円
で
あ
っ
た
も
の
が
昭

和
四
十
二
年
で
は
二
、

二
六
六
円
と
な
っ
た
こ

と
が
主
な
原
因
で
す
。

次
に

保
険
税
に
つ
い
て
は

保
険
税
は
毎
年
高
く
な

っ
て
困
る
と
い
う
話
し
を

聞
き
ま
す
が
、
た
し
か
に

表
で
見
て
も
わ
か
る
よ
う

に
昭
和
三
十
年
二
、
三
五

九
円
、
く
ら
べ
る
と
昭
和

四
十
二
年
で
は
一
四
、
ニ

九
五
円
と
約
六
倍
に
も
な

っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
保
険
税
の
高
く

な
っ
た
の
は
年
々
医
療
費

が
増
え
て
き
た
こ
と
や
、

こ
れ
ま
で
五
割
給
付
で
あ

っ
た
も
の
が
、
七
割
給
付

（
乳
児
、
妊
産
婦
は
十
割

給
付
）
に
な
っ
て
役
場
で

四
十
三
年
産
米
に
つ
い

て
次
の
こ
と
に
充
分
注
意

さ
れ
出
荷
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

一
、
も
み
ず
り
前
に
必
ず

も
み
、の
水
分
下
見
検
査

を
受
け
る
こ
と
。

二
、
票
せ
ん
に
書
い
た
品

稲
名
と
中
味
と
が
違
わ

な
い
よ
う
に
注
意
す
る

こ
と
。

三
、
か
ま
す
は
検
査
に
合

格
し
た
二
、
四
kg
以
上

の
も
の
を
使
用
す
る
こ

と
。

四
、
米
は
き
ま
っ
た
日
に

き
ま
っ
た
数
盤
を
出
荷

す
る
こ
と
。

五
、
受
検
品
は
指
定
の
場

所
に
品
種
別
に
配
列
す

る
こ
と
。
す
そ
米
は
一

番
最
後
に
な
ら
べ
る
こ

と。

六
、
自
分
の
米
の
検
査
に

食
糧
事
務
所
よ
り
お
願
い

に
—
-
＝
＝
-
=
＝
＝
＝
-
＝
=
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
=
＝
＝
＝
＝
=
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一
医
療
費
と
保
険
税
に
つ
い
て
皿
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支
払
う
医
療
贅
が
増
え
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
ま
す
。

保
険
税
は
一
般
住
民
税

と
は
ち
が
い
医
療
費
が
増

え
た
り
、
い
ま
よ
り
も
っ

と
給
付
割
合
を
よ
く
し
ょ

う
と
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら

さ
ら
に
増
税
は
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
際
限
な
く
上

げ
て
い
く
と
い
う
わ
け
に

は
ま
い
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
現
在
政
府
に
お

い
て
所
得
額
や
医
療
を
受

け
る
度
合
い
に
よ
り
公
平

に
保
険
税
を
負
担
す
る
制

度
（
標
準
保
険
料
）
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
保
険
税
は
国
保
事

業
の
運
営
に
と
っ
て
非
常

に
重
要
な
財
源
で
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
納
期
内
に

完
納
さ
れ
る
よ
う
に
お
願

い
致
し
ま
す
。

尚
、
医
療
費
の
負
担
割

合
を
参
考
に
掲
載
し
て
み

ま
す
と
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

は
で
き
る
だ
け
立
合
う

こ
と
。

七
、
米
の
中
に
土
砂
、
も

み
の
混
入
に
よ
り
、
規

格
外
に
な
ら
な
い
よ
う

注
意
す
る
こ
と
。

八
、
水
分
含
有
量
の
最
高

限
度
は
一
六
％
で
あ
る

が
一
六
％
以
上
に
な
る

と
規
格
外
と
な
る
の
で

一
四
％

l
-
五
％
が
最

も
よ
い
。

九
、
等
外
上
に
格
付
さ
れ

た
も
の
は
政
府
買
入
れ

と
な
ら
な
い
。

+
、
今
年
は
一
般
に
刈
遅

れ
の
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
ま
す
の
で
、
胴
割
米

の
発
生
に
特
に
注
意
す

る
こ
と
。

十
一
、
麦
の
検
査
に
使
用

し
た
か
ま
す
を
米
に
使

用
し
な
い
こ
と
。

穀
物
調
整
料
金
表

一
、
脱
穀
料
金
（
一
時
間

当
り
）

普
通
脱
穀
六
百
円

自
動
脱
穀
八
百
円

二
、
も
み
ず
り
料
金

玄
米
六

0
k
g
当
り

百
二
十
円

三
、
掘
精
料
金

玄
米
（
六
〇
均
当
り
）

百
六
十
円

大
麦
（
五
〇
勾
当
り
）

四

百

円

一

ー

国
保
加
入
世
帯
に

体
温
計
の
配
付

厚
生
大
臣
賞
受
賞
並
び

に
国
保
三
十
周
年
を
記
念

し
国
保
加
入
全
世
帯
に
体

温
計
を
配
付
す
る
こ
と
を

.,̀`
‘‘ぅ‘‘rヽヽ”

第2回玉川村農業文化祭のお知らせ

先
月
二
十
八
日
の
国
保
運

営
委
員
会
に
お
い
て
審
談

決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で

近
く
区
長
さ
ん
を
通
じ
配

付
の
予
定
に
つ
き
お
知
せ

い
た
し
ま
す
。

泉
中
古
村
さ
ん
入
賞

昭
和
四
十
三
年
度
に
県

選
挙
管
理
委
員
会
が
募
集

し
た
、
明
る
＜
正
し
い
選

挙
宣
伝
ボ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
に
泉
中
学
校
二
年
吉

村
美
喜
子
さ
ん
が
、
中
学

の
部
第
二
位
に
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。
吉
村
さ
ん
本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す。

所得税第二期分

納期十一月三十日

便利な振替や銀行。農協
等を御利用下さい。

種 目 日 時 I楊 所 内 容

農品 評産 物会
21日言22喜日

校須釜教中学室
新開し出、品ら（午約発及し審販前表い農査売者中粟）数（ス及一午般び后1の5公予願名） 

～后4
23日 ～正悶

農張村発表青大年会主 22日前9時～后 1時 須校釜屋中体学

農政諧演会 22日后1時～后 3時 校須釜屋中休学 演題 ｛来長限の日農松本今と農後業本田徳業県会の農方議先の将業生事向

讐局
生展花覧盆栽会 21 日~前239時日～后．4 時． 須校釜教中学室 一般 公 開

児作童品•生徒展 21 日~23時日

校須校須校須釜釜釜教屋屋中中中体学体学室学

一般公開
前9 ~后 4時

賞状授与式 23日前9時～前10時
農費民お産児芸ど物童り発作歌表品謡そ大展曲の会他の表民農業彰謡

民芸大会 23日前10時～后3時
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期
間
昭
和
四
十
三
年
十

一
月
二
十
六
日
か
ら
十

．
二
月
二
日
ま
で

火
の
始
末
人
に
た
の
む
な

ま
か
せ
る
な

子
供
の
火
あ
そ
び
に
充
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い

玉

川

村

玉

川

村

消

防

団

玉
川
村
婦
人
消
防
隊

R
火
災
を
だ
さ
な
い
た
め

こし
一
、
火
気
使
用
設
備
や
器

具
は
、
安
全
な
も
の
を

正
し
く
使
う
こ
と
。

二
、
消
火
設
備
、
避
難
設

備
は
常
に
点
検
、
整
備

し、
ーー

＿
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ーーーー
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ー

＇ 
ーーーーー

一
ー

．．
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一

閏

根

栖

泉

一

や

ま

ぐ

み

〗
山
莱
莫
の
に
わ
か
に
熟
れ
し
秋
の
霜
叫

111

わ

が

肩

を

越

え

し

は

た

は

た

ま

ぎ

れ

な

し

血

〗
し
ぐ
れ
き
し
野
路
の
嗚
の
ひ
く
く
鉗
ぶ
皿

-

雲

迅

き

岳

の

か

げ

り

や

蕎

麦

の

花

一

皿

爽

籟

や

石

曳

く

馬

の

尻

ま

ろ

し

血

ふ

と

こ

ろ

に

風

の

つ

め

た

き

野

路

の

秋

叩

〗
枯
れ
そ
め
し
太
蘭
に
池
の
入
り
日
あ
り
皿
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し
て
お
く
こ
と
。

三
、
平
素
か
ら
消
火
用
の

水
を
用
意
し
て
お
く
こ

と。

四
、
石
油
ス
ト
ー
プ
は
な

る
べ
く
自
動
消
火
装
置

や
転
倒
防
止
装
置
の
あ

る
も
の
を
使
う
こ
と
。

五
、
プ
ロ
バ
ン
ガ
ス
ボ
ン

ベ
は
倒
れ
な
い
よ
う
に

し
て
お
く
こ
と
。

六
、
転
倒
式
の
消
火
器
は

し
っ
か
り
固
定
し
て
お

く
こ
と
。

七
、
危
険
物
、
化
学
薬
品

等
は
、
落
下
し
て
混
合

発
火
し
な
い
よ
う
に
保

目
I
-

＿
＿
＿
—
—


ーー

n
 

`
g
1
 

ー

一
ーーー

稲

田

の

果

に

遠

く

昏

め

る

山

脈

は

秋

め

き

一

て
よ
り
居
す
わ
り
高
し

111ーー

吾

が

影

を

ふ

み

つ

つ

帰

る

夜

更

に

は

か

く

＝

ー

絶
さ
れ
し
如
く
思
ひ
て

ーー

牛
小
屋
の
土
問
は
ま
白
く
乾
き
そ
む
牛
売

Ill

り

て

よ

り

半

年

過

ぎ

ぬ

一

木
を
運
ぶ
人
ら
か
ん
声
こ
だ
ま
し
て
山
の

Illーーーー

一

小
鳥
ら
声
ひ
そ
み
た
り

｀

•

目
に
見
え
ぬ
風
の
速
さ
も
草
木
の
動
き
の

ーー

＇ 
ー

中

に

く

つ

き

り

見

え

ぬ

＇

ー

，
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雑

詠

部

落

小

高

岩
法
寺

ク南
須
釜

ク北
須
釜

女女柄

四山竜小川
辻

部

新
小

田屋 崎高辺 落

）

死

亡

者

氏

名

世

帯

主

名

続

柄

小

針

マ

サ

浩

三

妻

楊

沢

金

六

金

市

父

小

林

，

蕉

尚

弟

石

森

文

之

．亜

正

伊

父

塩

田

．
徳

義

r

征

二

郎

ク

お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
さ
い
ま
す

（
十
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

管
の
場
所
、
方
法
に
つ

い
て
ふ
だ
ん
か
ら
気
を

つ
け
る
こ
と
。

R
地
震
を
感
じ
た
ら
、
手

早
く
火
の
し
ま
つ

一
、
地
震
を
感
じ
た
ら
、

手
早
く
火
の
始
末
を
。

二
、
使
用
中
の
電
気
器
具

類
は
、
必
ず
ス
イ
ッ
チ

を
切
る
こ
と
。

三
、
出
火
の
お
そ
れ
の
あ

る
危
険
物
、
化
学
薬
品

等
の
始
末
を
す
る
こ
と

四
、
火
事
が
出
た
ら
、
早

＜
隣
近
所
に
知
ら
せ
協

力
を
求
め
て
消
火
す
る

こ
と
。

、

五
、
け
が
人
の
救
出
も
、

み
ん
な
の
協
力
を
求
め

救
出
す
る
も
の
と
消
火

す
る
も
の
に
わ
か
れ
て

雑記帳
--- - - ——— 
’ ’ 

和

裁

学

級

生

募

集

行
動
す
る
こ
と
。

六
、
消
火
で
き
な
い
と
思

っ
た
ら
、
早
く
消
防
機

関
に
連
絡
す
る
こ
と
。

十
一
月
を
別
名
霜
月
と

も
い
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
霜
の
降
る
月
の
意
味

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

冷
た
い
朝
、

庭
に
白
く
降

っ
た
霜
。
す
ぐ
そ
こ
に
冬

の
足
音
が
聞
え
る
よ
う
で

す
。
こ
の
季
節
に
な
り
ま

す
と
農
村
で
は
結
婚
の
こ

と
が
話
題
と
な
っ
て
来
ま

す
。
現
在
は
農
業
後
継
者

の
花
嫁
問
題
が
今
後
の
農

生

出

児

氏

名

世

帯

主

名

続

関

根

直

美

・
八

郎

長

村

越

美

由

紀

正

臣

長

．

吉

田

正

美

正

一

孫

揃

枝

哲

也

一

三

ク

戸

津

勝

幸

今

朝
吉

｀
三

，男

矢

吹

小

百

合

吉
之
助

甥
の
長
女

業
経
営
の
一
ツ
の
ボ
イ
ソ

ト
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

娘
さ
ん
は
都
会
に
あ
こ
が

れ
、
結
婚
の
第
一
条
件
註

家
つ
き
、
カ
ー
つ
き
（
自

動
車
）
、
バ
バ
ア
ー
ぬ
き

と
さ
れ
て
い
る
困
っ
た
問

題
で
あ
る
。
我
が
村
で
も

毎
年
何
組
か
の
新
婚
さ
ん

が
誕
生
す
る
、
本
当
に
お

め
で
た
い
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
楽
し
い
は
ず
の
人

生
も
家
族
関
係
の
良
否
に

よ
り
バ
ラ
色
の
人
生
も
灰

色
の
生
活
と
な
る
家
庭
も

少
く
な
い
時
世
で
あ
る
。

現
在
の
若
人
に
は
過
去

の
こ
と
は
通
用
し
な
い
、

家
族
は
可
愛
い
我
が
子
の

面
倒
を
見
て
く
れ
る
嫁
で

あ
れ
ば
、
叉
、
線
は
愛
す

青
年
学
級
和
裁
、
生
花

の
部
を
左
記
に
よ
り
開
設

し
ま
す
か
ら
希
望
者
は
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。

一

期

間

四

十

三

年

十

二
月
一
日
か
ら
四
十
四

年
三
月
三
十
一
日
ま
で

二

場

所

玉

川

村

公

民

□

[
／
[
/
[
[
[
[
[
[
[
 

る
夫
を
育
て
て
く
れ
た
親

で
あ
れ
ば
、
少
し
位
の
事

に
は
と
や
か
く
言
わ
ず
、

お
互
に
協
力
し
合
い
円
滴

な
る
家
庭
を
き
づ
い
て
、

次
代
を
背
う
子
供
の
養
育

に
励
ん
で
も
ら
い
た
い
も

の
で
あ
る
。

館
及
び
須
釜
児
童
館

三

講

師

和

裁

、

溝

井

フ
ク
先
生
、
大
木
淑
子

先
生
（
交
渉
中
）
生
花

岩
谷
豊
仙
先
生

四

経

費

公

費

負

担

五
申
込
み
十
一
月
二
十

五
日
玉
川
村
公
民
館

ま
で

jiお
悔
み
申
し
上

li-

l_i __ ||
 

（
十
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

室

0
・
1
―-0
須
釜
中
便
所
入
札

先
月
の
日
誌
よ
り

役

場

1
0
・
1

―
交
通
対
策
協
議
会

1
0
・
一
四
村
議
会
協
議
会

10・ 
―
―
―
農
業
委
員
会

l
 

O・ 

―
―
四
経
済
土
木
委
員
会

1
0
・
1
1
〈
国
保
運
営
委
員
会

1
0
・
元
文
教
厚
生
委
員
会

1
0
・
1
―10
農
業
文
化
祭
打
合

会

1
0
・
1
―
―
―
月
例
監
査

教
育
委
員
会

公

民

館

1
0
•一
教
育
委
員
、
校
長

合
同
会
議

1
0
•一
玉
川
一
小
建
設
委

員
会

1
0
・
1
 ＝
教
育
委
員
学
校
訪

問

1
 

O
・
1
(

村
民
体
育
祭

1
0
・
八
学
校
電
気
火
災
予

6

防
査
察

10・ 

七
青
年
学
級

1
0
:
 一
七
青
年
学
級
移
動
教

受
診
の
際
は
保
険
証
を
忘
れ
ず
窓
ロ
ヘ

保
険
証
を
出
さ
な
い
と
、
医
療
機
関
や
役
場
で
確
認
に
手
数
が

か
4

り
ま
す
か
ら
、
村
内
村
外
を
問
わ
ず
提
示
し
て
下
さ
い
。

十

月




